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令和2年度 第4回教育研究評議会議事要録 

 

日 時  令和2年7月9日（木）14:00～15:00 

場 所  Teams（オンライン）開催 

出席者  太田学長，久留主理事，佐川理事，山岸理事，鳥羽田理事，菊池理事，金野副学長，

栗原副学長兼全学教育機構長，折山副学長，内田人文社会科学部長，荒川教育学部

長，田内理学部長，増澤工学部長，戸嶋農学部長，原口図書館長，鈴木評議員，高橋

評議員，瀧澤評議員，野崎評議員，岡田評議員，金評議員，乾評議員，鎌田評議員，

大久保評議員，木下評議員，安評議員 

 

 

議 題 

審議事項 

１ 北関東三大学（茨城大学、宇都宮大学、群馬大学）の連携による機能強化について 

 ２ 第３期中期目標期間の４年目終了時評価における「達成状況報告書（案）」及び「実績報    

告書（案）」の策定について 

 ３ 基盤教育履修基準の変更等について 

 ４ 米国アイオワ大学との大学間交流協定締結について 

 ５ 茨城県議会と国立大学法人茨城大学との相互連携・協力に関する包括協定書について 

 ６ 不二製油グループ本社（株）との連携・協力に関する協定及び覚書の締結 

 ７ 教員の休職について 

８ その他 

 

報告事項 

 １ 特色研究加速イニシアティブ支援について 

 ２ 令和２年度のiOPの実施について 

 ３ 茨城大学と株式会社日立産機システムとの連携事業に関する覚書締結について 

 ４ その他 

 

 

議 事 概 要 

 

 

Ⅰ 審議事項 

１ 北関東三大学（茨城大学、宇都宮大学、群馬大学）の連携による機能強化について 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，資料1に基づき説明があり，審議の結 

果，北関東三大学による機能強化の協議に参画することが了承された。今後も進捗状況に 

ついて会議で報告をすることとした。 

 

 

２ 第３期中期目標期間の４年目終了時評価における「達成状況報告書（案）」及び「実績報 

告書（案）」の策定について 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，大学戦略・IR室長から資料2に基づき 

説明があり，審議の結果，両報告書の策定内容が了承された。なお，修正がある場合は７ 

月１５日（水）を締切とし，その後の細かな修正については学長に一任することとした。 
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３ 基盤教育履修基準の変更等について 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，全学教育機構長，農学部長及び大久

保評議員から資料3に基づき説明があり，審議の結果，提案のとおり了承された。 

 

 

 ４ 米国アイオワ大学との大学間交流協定締結について 

   学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，池田学長特別補佐から資料4に基づき 

説明があり，審議の結果，提案のとおり了承された。 

 

 

 ５ 茨城県議会と国立大学法人茨城大学との相互連携・協力に関する包括協定書について 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，鳥羽田理事及び中村社会連携センター 

長から資料5に基づき説明があり，審議の結果，提案のとおり了承された。 

 

 

 ６ 不二製油グループ本社（株）との連携・協力に関する協定及び覚書の締結 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，農学部長から資料6に基づき説明があ 

り，審議の結果，提案のとおり了承された。 

 

 

 ７ 教員の休職について 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，さらに，全学教育機構長から資料7に基づき説 

明があり，審議の結果，提案のとおり了承された。 

 

 

８ その他 

  無し 

 

 

 

Ⅱ 報告事項 

 １ 特色研究加速イニシアティブ支援について 

学長から，資料8に基づき報告があった。 

 

 

 ２ 令和2年度のiOPの実施について 

全学教育機構長から，資料9に基づき報告があった。 

 

 

 ３ 茨城大学と株式会社日立産機システムとの連携事業に関する覚書締結について 

金野副学長から，資料10に基づき報告があった。 

 

 

 ４ その他 

   無し 
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Ⅲ 監事からの意見 

 

   ・北関東三大学の連携による機能強化については、学内でメリットデメリットを検討して

いただきたい。メリットがそこまでないのであれば、無理に連携する必要はないし、メリ

ットがたくさんあるのであれば、本学が中心となって進めていきたいという姿勢で臨むこ

とも考えられる。 

   ・機能強化ということでは高等教育の将来像に沿う動きであるが、昨年度2月に「茨城に 

おける高等教育の在り方に関するシンポジウム」を県内の私立大学にも呼びかけて開催し 

た中で、今回北関東三大学連携の協議に参加することは、本学の向かう方向性を考えた時 

に、大きな一歩を踏み出した印象を受ける。現在宇都宮大学がイニシアティブをとってい 

るが、連携の先に見えてくる将来像を予想しながら協議には慎重に参加し、優位な立場に 

立ち協議が進むことを期待している。北関東のネガティブなイメージを払拭するようなネ 

ーミングがあるとよい。 

 

 

 

Ⅳ その他 

     無し 

 

   次回 教育研究評議会開催 

9月10日（木） 14時00分から 

 


